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永島剛・市川智生・飯島渉編『衛生と近代』（法政大学出版局、2017 年）合評会 
 
評者： 
森田英太郎（青山学院大学） 
多々良圭介（日本大学） 
井上弘樹（川村学園女子大学） 
 
 19 世紀末から 20 世紀初頭、アジアを中心に流行したペストは、各地での衛生行政の整

備・強化の契機となると同時に、人々の衛生観や健康観・身体観にも大きな影響を与えた。

永島剛ほか編『衛生と近代：ペスト流行にみる東アジアの統治・医療・社会』は、ペスト流

行という共通の脅威に対し、東アジア・東南アジアの各地域における特徴的局面を析出しつ

つ、各地における「衛生」の展開の総体像に迫る諸論考をおさめた論文集である。本研究会

では、本書の合評を行うと同時に、本書の成果を踏まえ、健康を「医」の領域に限定せずに、

ひろく生態環境・社会経済・人々の生活との関係で考察するエコヘルス史研究の可能性につ

いても議論を行う。 
 
日時：12 月 9 日（土） 14:00～18:00 
場所：専修大学サテライトキャンパス・スタジオ A 




